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　頭蓋内動脈は前方循環（内頚動脈、中大脳動脈、前大脳動脈）と後方循環（後大脳動脈）に分類さ

れる。もやもや病は両側内頚動脈終末部の狭窄性変化と脳底部の異常血管網の形成が診断基準に掲げ

られており、前方循環障害が診断の主体であり、後方循環障害（後大脳動脈狭窄・閉塞性変化）には

言及されていない。一方で後方循環障害は本疾患において虚血重症化に関与することが報告されてい

る。現在までに小児例と成人例において後方循環障害の意義について比較した報告は存在しない。

　本研究ではもやもや病小児例と成人例における後方循環障害の相違について検討を行った。当科に

おけるもやもや病連続120例（小児例66例、成人例54例）、240側の内頚動脈、後大脳動脈を対象とし

た。小児例、成人例において後方循環障害と発症形態、血管撮影上における前方循環障害と後方循環

障害の相関について比較検討した。後方循環障害の発生頻度は小児例26％、成人例33％で有意差を認

めなかった。小児例で後方循環障害を有する例において有意に脳梗塞での発症が多く、成人例でも同

様であった。出血発症においては小児例、成人例ともに後方循環障害の関与は認めなかった。前方循

環障害の重症度と後方循環障害との相関を検討した。小児例、成人例ともに後方循環障害の存在は前

方循環障害の重症度と有意に相関し、更に小児例では成人例と比較してより軽症の前方循環障害で後

方循環障害を併発していた。

　このことは小児例と成人例で前方循環と後方循環のinteractionに異なったパターンが存在すること

を示唆しており、もやもや病において小児発症と成人発症という本質的な病態解明の手掛かりになる

可能性がある。
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